
ア
サ

• 

ア
サ
ノ
ヤ
ホ
タ
シ
ユ
ウ

浅
野
屋
北
州

金
仰
の

俳
人
。
梅
針
路
と
蹴
し
た

o
m米
に
虻
〈
町
合
前
に

出
仕
じ
て
民
た
。

ア
サ
ノ
ヤ
リ
ン
パ
浅
野
屋
林
被

金
制
仰
の
俳
人
。

桜
町
に
住
し
酒
遣
を
梁
と
じ
た
。
幼
名
拙
一
太
郎
、
後

新
助
。
設
殴
陀
を
掴
嗣
い
だ
と
い
ふ
が
明
ら
か
で
な

ア
サ
ヒ

羽

目

指

安
川
柑
叡
部
郷
に
図
す
る
認

孫
。
も
と
今
の
位
也
よ

b
も
南
方
に
在
っ
た
が
、
手

取
川
の

汎
慌
に
よ
っ
て
向
川
岡
山
と
接
的
の
地
に
診

。
、
明
治
九
年
間
川
阪
を
併
合
し
て
共
に
羽
日
と
お

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ア
サ
ヒ

朝

日

河
北
郡
五
ヶ
庄
に
図
す
る
部

訴。ア
ザ
ヒ
イ
ン

上
目
院

用
羽
咋
郡
片思
多
前
祉
の
古
田

ご
告
に
脇
ひ
、
H
四
年
九

H
時
国
耐
枇
に
合
目
配
せ
ら
れ

-
ぃ
。
明
治
二
年
十
且
十
三
日
六
十
銭
で
夜
し
た
。

諮

初
に
跡
前
で
観
上
げ
る
文
申
に
、
上
日
院
司
と
あ

た
。
そ
の
治
相
に
茂
投
紘
抄
七
容
が
あ
る
。

一

ア
サ
ノ
ユ
キ
ナ
ガ
遂
野
幸
長

文
総
四
年
問
匡

一
る
。
鹿
島
部
上
日
庄
内
に
一
，
宮
領
が
あ
っ
た
の
で

ア
サ
ノ
ヤ
シ
孟
ウ
生
イ

浅
野
屋
秋
益
活
抑
制
彦

一
努
次
が
什
川
町
山
に
白
隠
を
命
ぜ
ら
れ
た
後
、
そ
の
陸

一
あ
ら
う
。

六
、
前
は
問
。
金
搾
の
町
人
で
縫
製
迭
を
染
と
し、

一
郎
か
ら
浅
野
左
京
大
夫
幸
長
の
名
で
秀
次
に
懇
志
を
一

ア
サ
ヒ
ゴ
ウ

朝
日
湯
河
北
郡
に
在
っ
た
と
い

晩
年
町
曾
所
の
更
と
な
っ
た
。
款
混
は
げ
(
の
続
で
、

一
週
じ
て
町
た
利
也
が
投
見
せ
ら
れ
、
秀
吉
は
之
を
成

一
ふ
0

・
諸
問
凪
卿
の
設
に
、
五
ケ
庄
は
明
日
・間
近
ニ

別
に
織
笠
道
人
・字
的
逝
人
・宇
醇
老
人
院
安
野
正
・
一
敗
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
幸
四百
に
仕

一
郷
を
併
せ
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
叉
朝
日
郷
は
五
ケ

端
正
器
・
搭
石
老
人
・背
誌
道
人
・
活
雌
逃
人
・息
蹄
・
一
へ
て
退
け
ら
れ
た
右
築
震
谷
が
、
石
山
三
成
に
扶
持
一
庄
の
東
部
で
、
東
は
東
際
協
原
・
訟
根
・杭
技
、
西
は

字
鍛
老
人
・牢
制
糾
士
・院
銀
人
・議
初
泊
人
・餓
諜
M
h

一
せ
ら
れ
て
ゐ
て
、
合
で
の
怨
を
附
す
お
に
依
釦
を
し

一
朝
日、

北
は
朝
日
如
、
南
は
羽
目
牧
各
村
の
聞
で
あ

士
・院
法
飯
山
・川
mM
等
の
鋭
が
あ
る
。
秩
筑
初
め
松

一
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
刷
出
利
家
は
そ
の
闘
を
努

一
る
と
い
っ
て
ゐ
る
。
し
か
し
朝
日
郷
の
名
は
間
近
郷

花
設
の
包
法
を
問
中
び
、
後
猷
取
肢
の
風
を
泌
う
て
堂

一
昔
に
糊
ω
附
し
て
幸
投
を
預
り
、
六
用
能
貸
の
様
向
に

一
と
共
に
確
た
る
文
献
に
所
見
が
な
い
。

、

拠
に
越
し
た
。
傍
ら
袋
剰
に
巧
み
で
秩
策
印
刷
川
を
択

一
回
航
せ
し
め
た
。
後
民
兵
元
年
七
且
汁
二
日
幸
授
の

一

ア
サ
ヒ
ゴ
ウ
上
田
郷
能
資
却
の
古
刷
用
名
。
靭

し
、
茶
事
に
地
能
で
瞥
沃
軒
邸
荻
を
辿
し、

山府を
作

一
非
紋
さ
れ
、
次
い
で
尚
昆
に
渡
り
、
二
年
附
山
の
嬰

一
日
郷
を
則
っ
て
上
日
・下
日
と
し
た
の
で
あ
る
と
の

り
戯
尚
を
描
い
た
o

文
化
十
二
年
十
』
六
日
夜
。
法

一
誠
に
功
名
を
到
し
た
o

一
一説
に
従
へ
ば
、
笛
に
加
無
都
阿
佐
比
と
制
む
べ
き
で

滋
慨
無
話
。

一

ア
サ
ノ
ヨ
ウ

ス

イ

浅
野
用
水

浅
野
川
の
分
水

一
あ
る
が
、
和
名
抄
に
は
阿
佐
比
と
削
み
、
涜
木
附
久

ア
サ
ノ
ヤ
ジ
ロ
ベ
エ

浅
野
屋
次
郎
兵
衛

滞

初

一
で
あ
る
。
改
作
町
一
泊
記
に
、
元
職
十

一
年
三
且
浅
野
老
も
之
を
探
っ
て
ゐ
る
。
後
世
抽
出
井
庄
の
あ
る
の
は

以
来
家
柄
町
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。

初
代
次
郎
一
民
街

一
村
・浅
野
中
品
村
響
詩
村
肝
煎
の
辿
各
で
、
『
用
水
浅
そ
の
泊
で
あ
ら
う
。

は
元
利
活
年
初
め
て
銀
座
を
命
ぜ
ら
れ
、
立
永
十
三
一
野
川
小
師仙
の
下
よ
り
取
上
、
布
用
水
御
似
指
附
加
地

ア
サ
ヒ
ザ
ヲ
ラ

旭川掛

金
保
鍛
六
附
亀
甲
栂
昨

年
之
を
僻
し
て
、
十
五
年
に
病
死
し
た
。
二
代
次
郎

一
子
間
家
有
之
催
、
年
々
家
屋
を
仕
出
し
、

江
せ
ば
く

に
在
る
老
棚
田
で
、
根
元
の
総
胤
凶
六
米
七
、
地
上
直

兵
衛
の
時
、
円相
山
長
知
の
郎
容
し
た
際
一
年
許
宿
舎

一
成
、
水
っ
か
へ
巡
認
仕
。
先
年
は
幅
九
尺
依
之
催
、

に

六
幹
を
出
し
、
各
幹
の
胸
官
同
期
間
二
米
内
外
あ
つ

を
命
ぜ
ら
れ
、
印
刷
か
ら
そ
の
臼
と
し
て
川
役
を
免
除

一
右
御

m
m川
孤
御
地
子
町
之
聞
は
、
漸
々
二
三
尺
桜
た
が
、
近
時
一
部
は
阪
に
紡
死
し
た
。
白
山
棚
田
の
一

せ

ら

れ

た

。

一

に

結

成

云

々

。

』

と

巾
立
て
た
お
、
水
道
の
明
を
蹴
蕊
で
あ
る
。

ア
ザ
ノ
ヤ
ソ
ウ
エ
モ
ン

渓
野
屋
惣
右
衛
門

先
一
四
出
し
た
こ
と
が
あ
り
、
駐
に
、
上
下
二
筋
共
闘
切
腿

ア
サ
ヒ
シ
ヤ

朝

日

社

路
島
却
設
到
に
銀
座
す

組
以
来
金
持
土
む
の
町
人
で
、
上
杉
抑
制
俗
が
上
格
の
一
げ
候
問
川
列
之
留
似
に
見
え
る
と
あ
っ
て
、
此
の
用
る
。

上
目
郷
と
交
渉
の
あ
る
も
の
で
あ
ら
う
。

際
止
宿
し
、
信
凶
の
小
印
刷
差
と
縫
物
の
夜
着
と
を
畑
一
水
は
水
前
の
方
と
中
抽
出
町
の
方
と
に
二
筋
あ
っ
た
の

ら
れ
た
と
い
ふ
。
越
青
白
三
州
志
は
之
を
天
正
五
年

一
で
あ
る
。

九
Hnの

こ
と
与
し
、
金
制
m
古
山
芯
は
永
尚
三
年
五
且

一

の
こ
と
か
と
す
る。

ア
サ
ヒ
シ
ョ
ウ
上
目
庄

鹿
島
梢
に
在
っ
た
。

和
名
動
防
戦
能
驚
郡
上
日
郷
の
地
で
あ
る
。
承
久
三

年
設
地
の
能
壱
凶
回
数
目
録
鹿
島
制
に、
『
上
日
荘
、

山
富
拾
問
、
久
安
二
年
主
務
紋
』
と
あ
り
、
文
治
二
年

に
能
思官邸
・間
四
倍
二
村
が
妊
の
加
納
と
な
っ
て
民
る
。

建
久
二
年
に
は
阪
に
上
日
本
能
・
上
日
新
確
に
分
か

れ
、
包
時
か
ら
際
、
一
永
頃
ま
で
も
後
白
河
院
長
静
堂
領

で
あ
っ
た
が
ぺ
康
正
二
年
の
引
付
に
は
A

『
一
覧
九

百
五
十
文
、

三間以
段
衛
門
跡
領
、
能
州
上
日
新
班
段

銭
』
と
な
っ
て
居
る
。

ア
サ
ヒ
バ
主

羽

田

畑

山
川
一
日
ィ
河
北
山
附
到
上
庄

に
周幽
す
る
部
wm
。

ア
サ
ヒ
マ
キ

朝
日
牧

河
北
山
五
ケ
庇
に
印刷す

る
部
訴
で
、
治
名
を
牧
と
い
う
た
。
明
治
に
平
-0
小

坂
庄
に
も
同
名
部
釈
が
あ
る
鈎
今
の
名
に
改
め
た
の

で
あ
る
。

ア
サ
ヒ
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ

羽
田
山
披

河
北
部
明
日

の
部
前
よ
り
一

粁
抽
出
北
方
、
岡
村
m
Es
坂
等
に
京
る
山
間

傍
に
あ
っ
た
。
天
正
十
二
年
前
川
刺
家
、
佐
々
成
政

の
限
拡
あ
る
を
知
。
、
八
月

H
二
日
村
井
H
M
制
に
命

じ
て
箆
を
築
か
せ
、
高
品
九
縦
・原
則
又
右
衛
門
を

抑
将
と
し
て
之
を
銀
せ
し
め
た
。

ア
ザ
ヒ
ヤ
マ
ノ
主
主
力
ヒ

朝
日
山
の
鞍

天
正

十
二
年
八
且

H
八
日
越
中
山
山
に

同
た
佐
々
成
政

は
、
そ
の
時
佐
々
平
左
衛
門
・前
野
小
兵
術
二
人
を

し
て
加
賀
に
侵
入
し
、
相仏削帆
・円
引
制
帆
方
而
か
ら
、
利
家

の
将
村
邦
長
剛
山
の
叙
す
る
朝
日
山
を
裂
は
し
め
た
。

時
に
羽
目
山
の
悦
柵
他
か
に
成
。
、
士
卒
相
川
仰
の
準

備
を
な
す
民
金
仰
に
隠
っ
た
み
H
が
多
か
っ
た
が
、
制

阿
拙
山
賀
五
郎
入

・
江
見
際
卜
川
叩
が
長
駅
を
訪
ふ
お

こ
L
A

に
来
て
開
た
か
ら
、
兵
制
は
二
人
に
託
し
て

越
山
箪
の
間
勤
し
た
こ
と
を
金
制
作
に
告
げ
し
め
た
。

利
家
之
や
-
聞
い
て
、直
に
不
破
彦
=一一息光
・舵
村
三
郎

四
郎
・
片
山
内
隣
延
町・
悶
均
約
万
一
音
響
を
一
一
部
ゐ
て

赴
援
し
た
が
、
総
中
躍
は
大
雨
に
曾
し
て
念
攻
し
得

ざ
る
聞
に
、
利
家
の
後
出
世
し
た
こ
と
を
閃
い
て
返
却

九

ア
サ
ヒ
ノ
ホ
ラ

朝
日
現

白

山

御
前
岳
の
頂
渥

に
在
っ
て
、
飯
石
の
却
を
成
す
も
の
を
い
ふ
。
一

名
胎
内
務
。
旭
日
の
管
る
時
直
に
之
を
射
す
が
般
に

そ
の
名
を
相
官
た
と
い
ふ
が
、
今
は
制
問
で
は
な
い
。

土
人
は
元
政
九
年
入
且
制
中
の
硫
筑
自
ら
焼
け
、
震

動
五
六
日
に
し
て
逢
に
努
附
し
た
の
で
あ
る
と
鮮
へ

る。


